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国民化が徹底している現代メキシコで、1970 年代から 1980 年代にかけて研究者によっ
て研究対象となった先住民性とは異なる先住民性が存在しているという仮説が提示され、
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終章では、1 章から 7 章の内容を振り返った上で、ミルパアルタという地域には、創出
的な先住民性が「伝統」的慣習をつうじて育まれており、社会階層に応じて真性な先住民
性がラベリングされる実態がある、と本論文の結論を提示した。さらに、経済発展を遂げ
ながら先住民性を保持するミルパアルタを、都市部やアメリカ合衆国へのメキシコ先住民
の移民現象と対比させ、前者を先住民性の負い目と尊厳の間で揺れつつも、先住民アイデ
ンティティを理想のものに変えていく実践的ローカリズムと評価して論文全体を結んだ。 
 
 
